
































































　報告書は平成 27 年 3 月に刊行された（佐久市教育
委員会 2015）。発見された遺構は、弥生時代、奈良時代、
平安時代、中世にわたる住居跡 26 軒、竪穴状遺構 3 棟、






























ものであり、平成 21 ～ 23 年度に行われた。報告書は
平成 26 年（2014 年）に刊行されている。



































0.8 キロで範囲は約 55 万㎡に及んでいる。これまでに
佐久市教育委員会による発掘調査が十数回行われてき




では竪穴住居跡 110 軒、円形・方形周溝墓 19 軒など
が、また古墳時代から平安時代の古代には竪穴住居跡
432 軒、掘立柱建物跡 122 軒などが発見された。弥生
時代後期の集落は佐久地方最大の規模をはかる。特に
全長 18.1 ｍ及び 13.6 ｍの超大型竪穴住居跡２軒の存
在は注目される。報告書は平成 27 年（2015 年）3 月
に刊行された。
　人形土器は 18 点が出土した。すべて破片資料であ













































年 6 月 10 日付高崎新聞）。新聞掲載の写真をみるとＢ
型とみてよいと思われるので出土遺跡数にはさらにも
う１遺跡・2 点の事例が加わることとなる。





































































































































めてとらえている。私の人形土器 A 類は人面付土器 B、
人形土器 B 類は人面付土器 C として分類している（設



































































『信濃毎日新聞　平成 12 年（2000 年）5 月 28 日付朝刊』
　お二人の先生方の益々のご活躍を祈念いたしておりま
す。
金沢大学考古学紀要 39　2018,　37-43.
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